
令和元年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【  京都府  】  

学校名【 宮津市立宮津中学校 】 

１実践テーマ 【 Ⅰ・Ⅴ 】  

２実施対象者 全校生徒２４６名（男子１２７名・女子１１９名） 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 保健体育・総合的な学習の時間 ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（ 道徳・特別活動・朝読書 ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４目 標  

（ねらい） 

オリンピック・パラリンピックそのものについての学びや、これ

らを通じた学びにより、「スポーツの力」を実感させるとともに、一

人一人に豊かな「スポーツごころ」を育み、2020 年以降のスポー

ツ文化の広がりに繋げる。 

５取組内容 

 

令和２年１月15 日にロンドンオリンピック陸上競技女子マラソ

ンに出場した木﨑良子氏を講師に迎え、講演等を行っていただい

た。 

この講演に先立って、まずはオリンピックそのものについて学ば

せるために、歴史等について事前・事後の学習も含めて学級毎に学

んだ。これらの事前学習に加えて、実際に選手として出場された木

﨑氏の経験やエピソード、またオリンピックを通して感じられたス

ポーツの価値や様々な地域の文化等についても、お話しいただい

た。 

６主な成果 

 

昨年度に引き続き、講演全体を通して、夢や希望を持つことの大

切さを話の中心にすえていただくように依頼し、中学生が将来に夢

と希望をもてるような講演を行っていただいた。 

このことにより、感想等からもスポーツへの関心が高まっただけ

ではなく、自分の今の生活を見直したり、今後の自分の将来につい



て考えるような感想を多数、見ることができた。 

 

【生徒の感想】（一部抜粋） 

・私は今までたくさんの努力をしてきましたが、そこにはたくさん

の壁がありました。努力で越えられるものもあれば、残念な事にど

うしても越えられないものもありました。今回の講演を聞いて、本

当に努力できていたか、越える気はあったのか、諦めていなかった

か、自分自身に問いかけました。 

その結果、私は諦めていたのだと気づきました。 

 

やはりスポーツ競技なので、順位や勝ち負けはついてしまうけれ

ど、努力することに意味があり、結果も大切だが頑張っている姿か

ら一番勇気をもらうことができる。という木﨑さんの言葉に僕は共

感しました。自分が部活動をしている時にはあまり意識していなか

ったが、これからは周りの人への感謝の気持ちを大切にしていきた

いと思います。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・地元出身の木﨑氏に講演等をしていただいたおかげで、生徒にと

って世界に出ていくことや、夢を実現させることが身近に感じら

れたと思われる。 

・自校の単独開催にすることにより、生徒と講師との距離が近く感

じられた。その反面、次年度以降は一貫教育を本格実施すること

もあり、小学校高学年の児童の参加も検討していきたい。 

・年度当初より、事業のねらいを明確にして、次年度以降の取組を

念頭に置きながら、ねらいに沿う形で地元の人材を中心に講師選

定と内容検討を行った。講師の方への依頼方法や日程調整等、今

まで苦労してきた部分が本年度は比較的スムーズに行うことがき

た。 

８主な課題等 ・これまで課題のあった経費面の動きに関して、宮津市への委託と

なってからは市教委が中心となって行うため、非常にスムーズに

行えている。また今年度は、講演等いただいたオリンピアンへの

謝金・旅費等で経費を使用しており、特に課題となる点はない。 

９来年度以降の

実施予定 

・オリンピアン、パラリンピアンの選手・元選手を招いての講演会

等の実施を考えている。可能であれば、今年度の続きとして、次

年度も木﨑氏に講演と実技指導をお世話になりたいと考えてい

る。 

・オリンピック・パラリンピックに係る学習を積み重ねて、スポー

ツに親しむ心と意欲を育てると共に、学習面や生活面等の様々な

場面で意欲をもつ生徒の育成を目指す。 

・簡単な運動を継続的に行うための保健体育科や部活動等との連携

を行う。 



 


